
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

Electa Amator Ⅲ 

エレクタ アマトール Ⅲ 

製品資料 



 

 

●１９８７年 

それはイタリアオーディオショウの小さなブースの片隅にディスプレイされていました。 

当時イタリアは音楽が盛んであり、エレクトロニクス産業が発展しているにも関わらずオーディオ産

業がさほど発達していない国の一つでした。 

そんな国で開催されたオーディオショウの中でも一際美しく、まさに芸術品ように見えたそのスピー

カーはたちまち我々を魅了し、日本のオーディオファイルに芸術的再生音楽鑑賞という感動を届ける

こととなりました。 

 

そのスピーカーは、今もなおその名が語り継がれる銘機“Electa Amator(エレクタ アマトール)”。 

本体には木と革、スタンドには大理石といった自然素材を独自のセンスで組み上げ、イタリアが誇る

職人の技を惜しむことなく注ぎ込んだスピーカーです。 

小型ブックシェルフながら他にはない佇まいをもち、魅力的なサウンドを奏でる歴史に残る憧れの 

スピーカーとして存在していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今も変わらず美しいハイエンドなオーディオを探求し続ける、イタリア/Sonus faber社の代表作であ

り、最初の作品です。 

 

■イタリアの至高、ソナス・ファベールの魅力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２０１９年 

Sonus faberはラテン語で「音の工房」。その工房で造られる“Electa Amator”が、 

現代の新たな命を吹き込まれて生まれ変わりました。 

 

その名は“Electa Amator Ⅲ(エレクタ アマトールⅢ)”。 

 

ソナス・ファベールが持つ伝統の技術と確かな音楽性が最先端のテクノロジーと融合し、 

“エレクタ アマトール”のリバイバルです。 

 

北イタリア、ヴィチェンツァにて一台一台が手作業により造り上げられる当スピーカー・システムは、

魅力的な音楽性による新たな感動を皆様にお届けし、甘美な時間を生み出すことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Electa Amator 

Electa Amator Ⅲ  



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■“再現”と“革新”が注ぎ込まれたデザイン 

初代“エレクタ アマトール”を彷彿とさせる輪郭や質感といった特徴を継承しながら、新設計とな

る斬新なデザイン。貴重な素材、高度な職人技術、独創的な発想により生みだされる優美な造形美は

まさに芸術作品のよう。クラフツマンシップ溢れる仕上げには、一切の妥協がない、スピーカー製作

への熱い情熱が感じられます。キャビネットの木材には、加工が難しい無垢のウォルナット材を使用。

ブックシェルフ型の概念をくつがえす低域再生や広い音場再現能力を体験いただけます。 

 

スピーカー本体底面部にはイタリア北部のカッラーラ産の白大理石を採用。カッラーラは古来より

大理石の産地として有名で、ミケランジェロのダビデ像やローマのパルテノン神殿にも使われて 

いることでも知られています。 

その中でも良質な素材を厳選し、職人の手により1つ1つ丁寧に成形をしています。 

また、フロント/リアパネルは黒レザーで包み込み、ウォルナット材、金色のメタルインサート、

白大理石が見事に調和した繊細で美しい仕上げとなっています。 

専用スピーカースタンド(付属)の支柱は黒アルマイト処理が施された 

アルミニウム製で、内部には制振材が充填されています。 

スタンドベース部にも、スピーカー本体底面部と同様のカッラーラ産白大理石

を使用。支柱部と大理石製ベースは、スピーカーキャビネットと同様に金色の

メタルインサートが用いられています。 

 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■専用設計された新規パーツ群 

《ツイーター》 

初代“エレクタ アマトール”で表現されていた 3 脚のアロー・ポイント・デザインは、当時の形状

を踏襲しながらも新設計となる同社独自技術の DAD (Damped Apex Dome)テクノロジーを採用した

ツィーターとして蘇りました。DAD は、ソフトドーム型とリングラジエーターの利点を兼ね備えた

近年の同社上位モデルから採用されている技術で、現代ソナス・ファベールのキー・テクノロジーの

ひとつです。またツイーター背面には、無垢材を使用し複雑な音響迷路を内部で成形している専用チ

ャンバーも採用しています。 

  

 

《ミッド・ウーファー》 

中/低域を担う180mmのミッド・ウーファーは本機の専用新設計

ユニットです。ダイヤフラムは高品質のセルロース・パルプを

自然乾燥させた素材をブレンドしたカスタムメイド。 

力強く濁りの無い低域再生と広帯域に渡る高解像度を実現しま

した。 

 

《独自設計のネットワーク》 

ソナス・ファベール・サウンドを特徴づけるクロスオ

ーバー・ネットワークは、最上位モデル“アイーダⅡ”

や“オマージュ トラディション”シリーズと同様の

「パラクロス・トポロジー・テクノロジー」を採用。

厳選を重ねた高品位パーツのみを使用し、セミバラン

ス構成とした 3 次ハイパス回路により各ドライバ

ー・ユニットの位相を最適化しています。 



 

 

■“Electa Amator Ⅲ”仕様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
形式 2ウェイ 2スピーカー バスレフ方式 ブックシェルフ型スピーカー 

ユニット構成 

 

ツイーター：28mmアローポイントDAD シルク・ソフトドーム型 

ミッド・ウーファー：180mmコーン型 

再生周波数帯域 40～35,000Hz (ステルス・ウルトラフレックス含む) 

能率 88dB/W/m 

定格インピーダンス 4Ω 

クロスオーバ周波数 2,500Hz 

外径寸法 

 

W233mm×D348mm×H373mm (本体部) 

W302×D355×H716 (専用スタンド部) 

W302×D380×H1089 (専用スタンド装着時) 

本体重量 14.8kg/本  (専用スタンド装着時 26kg/本) 

梱包状態 本体部ペア1梱包、スタンド部ペア1梱包 

希望小売価格 1,300,000円（スタンド付属 ペア/税別） 

正面 背面 マグネット 

キャッチ式 

サランネット装着時 

・製品画像 

・仕様一覧 



 

 

 ■“Electa Amator Ⅲ” ギャラリー 


